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王水で金箔を溶かす　　高木　春光
　貴金属の筆頭である金は，イオン化傾向が非常に小さく安定した金属で，塩酸はもと
より濃硫酸，濃硝酸にも侵されない。しかし，王水に溶けることはよく知られている。
「王水」という言葉は印象的で，一度は王水で金が溶ける様子を授業で生徒に見せたい。
実験 1では，王水のつくり方と注意事項を示す。また，実験 2および 3では，酸化力の
強い酸とイオン化傾向の小さい金属との反応を考察するため，濃塩酸，濃硝酸，王水と
金，銀の反応を観察する代表的な方法を紹介する。P194─195

写真 1　【実験 2】金箔と酸の反応
金箔（1　cm角くらい）をガラス棒の先
につけ，それぞれ濃塩酸・濃硝酸・王
水を入れた試験管に入れる。濃塩酸・
濃硝酸に入れた金箔は変化しないが，
王水に入れた金箔は直ちに溶け王水の
黄色が少し明るくなる。左から金箔と
濃塩酸，濃硝酸，王水。

写真 2　【実験 3】銀箔と酸の反応
銀箔（1　cm 角くらい）をガラス棒の先
につけ，それぞれ濃塩酸・濃硝酸・王水
を入れた試験管に入れる。濃塩酸に入れ
た銀箔は変化しないが，濃硝酸に入れた
銀箔は直ちに溶ける。王水に入れた銀箔
は黒く変色し，金属光沢を失うが溶けな
いで箔が残る。銀は王水と反応すると塩
化銀が表面に膜をつくるため，反応の進
行が妨げられる。左から銀箔と濃塩酸，
濃硝酸，王水。
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